
（
国
語
）
前
期
選
抜
採
点
基
準

「
採
点
基
準
」
で
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、
各
校
の
統
一
見
解
で
採
点
さ
れ
た
い
。

問

題

配
点

正

答

例

備

考

㈠

二
点

①

ウ

②

エ

（
各
一
点
）

点

㈡

一
点

食
べ
た

23

㈢

一
点

い
み
じ
ゅ
う
あ
わ
れ
な
り

㈣

一
点

イ

㈤

一
点

ア

㈥

六
点

①

う
（
け
る
）

②

せ
ん
い

（
各
一
点
）

③

ち
ゆ

④

養
（
う
）

⑤

奮
起

⑥

演
劇

㈦

二
点

①

衛

②

急

（
各
一
点
）

㈧

四
点

①

ウ

②

イ

③

ア

④

ア

（
各
一
点
）

㈨

三
点

「
私
が
作
文
を
読
ん
だ
の
が
昨
日
」
と
い
う
意
味
と
「
弟
が

＊

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

作
文
を
書
い
た
の
が
昨
日
」
と
い
う
意
味
の
違
い
。

＊

部
分
点
可
。

㈩

二
点

（
例
一
）

＊

故
事
成
語
の
意
味
を
理
解
し
、
文
章
の
中
で
適
切
に
用
い
る
力
を

私
の
心
配
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。

み
る
と
い
う
出
題
の
趣
旨
に
合
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。

（
例
二
）

私
は
発
表
原
稿
の
推
敲
を
重
ね
た
。

＊

部
分
点
可
。

㈠

一
点

ウ

点

㈡

一
点

ア
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㈢

二
点

Ａ

イ

Ｂ

エ

（
各
一
点
）

㈣

二
点

ⓐ

エ

ⓑ

ア

（
各
一
点
）

㈤

三
点

関
東
以
北
の
風
景
が
、
同
じ
農
村
風
景
な
の
に
、
私
が
育

＊

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を

っ
た
奈
良
地
方
の
風
景
と
は
ど
こ
か
微
妙
に
違
っ
て
い
る

み
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た

こ
と
。

い
。

（
四
十
七
字
）

・

本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

＊

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

＊

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
、
一
点
を
減
ず
る
。

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
一
点
を
減
ず

る
。

＊

部
分
点
可
。

㈥

四
点

関
東
以
北
の
防
風
林
に
は
、
夏
は
風
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

＊

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を

冬
は
日
光
を
さ
え
ぎ
ら
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

み
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た

夏
に
は
細
か
い
葉
が
び
っ
し
り
繁
り
、
冬
に
は
枝
だ
け
を

い
。

残
し
て
葉
を
落
と
す
ケ
ヤ
キ
が
、
防
風
林
と
し
て
適
し
て

・

関
東
以
北
の
防
風
林
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
的
確
に
と
ら
え
て

い
る
か
ら
。

い
る
か
。

・

ケ
ヤ
キ
の
性
質
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・

本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
理
由
を
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

＊

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
あ
る
も
の
は
一
点
を
減
ず
る
。

三
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
二
点
を
減
ず
る
。

＊

部
分
点
可
。

（
裏
面
へ
続
く
）



㈦

四
点

自
然
の
力
は
征
服
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、
自

＊

文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
理
解
し
、
目
的
や

然
と
い
う
も
の
を
よ
く
観
察
し
て
、
そ
れ
に
う
ま
く
順
応

必
要
に
応
じ
て
ま
と
め
る
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な

し
て
い
く
方
法
を
探
し
た
か
ら
。

観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

・

私
た
ち
の
祖
先
が
生
き
て
い
く
た
め
の
知
恵
の
原
点
と
し
た
こ

と
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・

本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
理
由
を
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

＊

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
あ
る
も
の
は
一
点
を
減
ず
る
。

三
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
二
点
を
減
ず
る
。

＊

部
分
点
可
。

㈠

二
点

資
料
Ａ

②

資
料
Ｂ

⑤

資
料
Ｃ

①

（
全
部
正
解
の
場
合
の
み
二
点
）

点

㈡

八
点

＊

自
分
の
考
え
や
意
見
を
ま
と
め
、
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
適
切
に

10

私
た
ち
は
、
毎
日
、
食
事
を
し
た
り
、
お
風
呂
に

書
き
表
す
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い

入
っ
た
り
、
ト
イ
レ
を
使
っ
た
り
す
る
と
き
な
ど
、

て
採
点
さ
れ
た
い
。

生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ

・

自
分
の
考
え
る
「
私
た
ち
の
生
活
と
水
と
の
関
係
」
に
ふ
れ
て

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
人
間
が
水
を
ま
っ
た
く
使
わ
ず

書
き
表
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
水
を
ま
っ
た
く
汚
さ
ず
に
快
適
な
生
活
を
す

・

自
分
が
「
き
れ
い
な
水
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
を
具
体

100

る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

的
に
書
き
表
し
て
い
る
か
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
、
水
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資

・

「
き
れ
い
な
水
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
自
分

源
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、
水
を
汚
す
大
き
な
原

の
考
え
や
意
見
を
明
確
に
書
き
表
し
て
い
る
か
。

因
の
一
つ
で
あ
る
生
活
排
水
を
で
き
る
だ
け
き
れ
い

・

自
分
の
考
え
や
意
見
が
相
手
に
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
論
理

に
し
て
流
す
こ
と
で
、
水
の
汚
れ
を
少
な
く
す
る
こ

的
に
書
き
表
し
て
い
る
か
。

200

と
が
可
能
だ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
食
器
を
洗
う

前
に
油
汚
れ
な
ど
を
ふ
き
取
っ
た
り
、
水
切
り
袋
を

＊

出
題
の
趣
旨
に
合
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。

活
用
し
て
野
菜
の
切
り
く
ず
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う

に
し
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
シ

＊

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
、
二
十
字
以
内
の
場
合
は
一
点
、

ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
、
洗
剤
の
適
量
を
守
る
こ
と
も

二
十
字
を
超
え
る
場
合
は
二
点
を
減
ず
る
。

300

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
水
を
汚
さ
な
い
こ
と
を
意
識
し
た
生
活
が
、
き

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主

れ
い
な
水
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

た
と
え
小
さ
な
こ
と
で
も
、
み
ん
な
で
実
行
す
れ
ば

点
、
符
号
の
用
い
方
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
等
）
が
二
か
所
あ
る
も

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

の
は
一
点
を
減
ず
る
。
三
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
二
点
を
減
ず
る
。

400

（
三
百
九
十
七
字
）

＊

部
分
点
可
。

合
計

五
十
点

、、


